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区分
金額

(千円)

15年度比

(%)
町税 4, 814, 548 96.6
繰入金 650,442 124.2
諸収入 221, 737 78。  1

199, 506 127. 8

財産収入 137, 470 88.5
国庫支出金 1291 538・ 82. 7

地方消費羽 :付金 110. 000 110.0
85064 125。  1

分担金及び負担金 61, 195 105. 8

使用料及び手数料 . 51, 197 108. 1

3&800 325。 5

自動車取得税交付金 32, 000 106.7

繰越金 30. 000 100.0
地方特例 : 25, 000 100.0

利子割交付金 7,000 70. 0!

ゴルフ場不| 阿 税交付金 6.000 85. 猛

交通安全対策特別交付金 2,500 100.0

地方交付税 1,000 100f O

配当割交不'金 1 前年度予算なし

株式等譲渡所得割交付金 1 前年度予算なし

寄附金 1 100.0
合計 6600,000 99。 2

0 と

３
月
定
例
議
会
が
終
わ
り
、
平

成
１６
年
度

デ
般
会
計
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
額
は
、
一剛
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
５
，
０
０
０
万
円
減
の
∞

億
円
で
す
。

歳
入
で
は
、
一副
年
比
で
税
収
が

約
１
億
７
千
万
円
減

と
な

っ
て

い
る
ほ
か
、
財
源
不
足
を
補
填
す

る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
が
約
９
，
８
０
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
一削
年
比
の
増
減
が

大
き
い
も
の
と
し
て
、
土
木
費
４
，

３
′３
５
万
８
千
円
、
教
育
費
２
，

７
１
３
万
３
千
円
の
増
、
商
工
費

６．
，
４
４
４
万
１
千
円
、
衛
生
費

４
，
０
１
２
万
５
千
円
の
減
ど

な
つ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
‘

ゥ※
予
算

・
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
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H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16

区分
金額

(千円)

15年度比

(%)
土木費 1. 697. 350 102. 6

1. 039. 713 00。 〔|

総務費 858, 966 02. :

教育費 738, 348 103. 8

厚生費 609. 704

商工費 560, 043

消防費 392, 993 98. 7

298. 151. Z

農林水産業費 2亀 581 |

議会費 92, 286 98. 9

25, 000

労働費 21, 469

足害復旧費 19, 395 105. 4
二
ｒ
ｕ i支出金 1 100.0
合計 6.600.0∞

主

な

内

容

国民健康保険・・・・・ ことう●●はう

年に一度は人間ドック・・・・・・・・

ご存知ですか?各種医療費等助成 専●,

軽自動車などの届出は 4月 1日 までに '
納税等の計画表・・・・・ ●●●●●●

越後湯沢駅東日等の利用について。・ ◆

湯沢中央公園有料施設予約抽選会・
・
・・

お知らせ・・・・ ◆・ 。・・ '● ■0'
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異動Eltt T4日 )与A向に
国

民
健

康

保

険

こ
の
春
、
進
学
す
る
方
あ
る
い
は

社
会
人
と
な
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た

な
生
活
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
保
険
証
の
確
認

で
す
。
国
民
健
康
保
険
証
の
内
容
に
下
表

に
掲
げ
る
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

Ｍ
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。

【届
出
先
】

住
民
課

皿
７
，８
４

ｏ
３
４
５
３

農

場

屋解脅唇肘

"

ギ:届:出凝必要な撃凝≒革■筆■
=■

=基

ミ革工Ii ll:堪彗革ぶ
―
も|の

率 :

1業 F

・ 入 ―1学

就
・ 職
―‐し
た
‐II

と
l・ き ,

修学のため、他の市区町村に住所を定めるとき

(→○該当の届出)

在学証明書 。転出先住所 。国保保険証・印鑑

※在学証明書が間に合わない場合は、合格通知

書́など入学を確認できる書類を持参し、後日

在学証明書を提出してください。

学校を卒業し、就職して社会保険などに加入し

たとき (→国民健康保険喪失の届出)
社会保険証 。国保保険証・印鑑

○保険証の交付を受けている方が卒業し、引き

続き国民健康保険に加入するとき(→○非該当
の届出)              '

○保険証。国保保険証。印鑑 [転入届

園
保
に
入
る
と
き

他の市区町村から湯沢町に転入してきたとき
印鑑 。前住所地の市区町村の転出証明書 。国保

の世帯に入る場合は、その世帯の保険証

職場の健康保険をやめたとき
印鑑・職場の健康保険をやめた証明書・国保の

世帯に入る場合は、その世帯の保険証

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印鑑・被扶養者をはずれた理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑・国保保険証・母子手帳

生活保護を受けなくなつたとき 印鑑・保護廃止決定通知書
ギ固i
:保

       .:| | |―

を
や

―

           |

め
る
と
1き

他の市区町村に転出するとき 印鑑・国保保険証

職場の健康保険に入つたとき 印鑑 。国保保険証・職場の健康保険証 (未交付

の場合は加入したことを証明するもの)職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑 。国保保険証

生活保護を受けるようになつたとき 印鑑 。国保保険証・保護閉始決定通知書

そ .

の

他  ‐

退職者医療制度の対象になつたとき 印鑑 。国保保険証 。年金証書

湯沢町内で住所が変わつたとき

印鑑・国保保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けた現、一緒にしたとき

国保保険証をなくしたとき (または汚れて使え

なくなったとき)

印鑑・本人であることを証明できるもの

(使えなくなった国保保険証 )

重度障害のある方が 65歳 になつたとき、又は
65歳を過ぎて重度障害の身体障害者手帳の交
付を受けたとき (老人保健制度の届出)

年金証書・身体障害者手帳のいずれかの書類、

保険証

広報ゆざわ H16.3.28  (2)



退職苦医療制膚

の

０
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
、
年
金
を
受
け

ら
れ
る
７５
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
い

「退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。
年

金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
１４
日
以
内
に
届

け
出
ま
し
ょ
う
。

●
病
院
な
ど
に
か
か
る
と
き
の

一
部
負
担
金
は
、

退
職
被
保
険
者
が
７０
歳
未
満
の
場
合
は
３
割
、

７０
歳
以
上
の
場
合
は
１
割

（
一
定
以
上
所
得

者

（※
注
）
は
２
割
）
と
な
り
ま
す
。
・

●
病
院
な
ど
に
か
か
る
と
ぎ
は
、
「国
民
健
康
保

険
退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さノ

い

退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
本
人
の
自
己
負
担

と
保
険
税
の
ほ
か
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
か

ら
の
拠
出
金
が
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
退
職

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
届
出
が
さ
れ
な
い
と
、
・・ぃ，拠
出
金
が
負
担

す
る
医
療
費
分
ま
で
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す

る
こ
ど
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と

な

っ
た
ら
必
ず
屈
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
注

　

　

　

，．
Ｔ
く

一
定
以
上
所
得
と
は
、
同

一
世
帯
に

一
定

の
所
得

（課
税
所
得
が
１
２
４
万
円
）
以
上

の
約
歳
以
上
の
方
又
は
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
る
人
が
い
る
人
に
あ
た

・
り
ま
す
。
た

だ
し
、
７０
歳
以
上
の
人
及
び
老
人
保
健
で
医

療
を
受
け
る
人
の
収
入
の
合
計
が
、
単
身
世

帯
の
場
合
は
年
収
４
５
０
万
円
未
満
、
２
人

以
上
の
世
帯
の
場
合
は
年
収
６
３
７
万
円

未
満
で
あ
る
と
申
請
し
た
場
合
は

「
一
般
」

の
区
分
と
同
様
に
な
り
、
１
割
負
担
と
な
り

ま
す
。
　
　
　
　
・

〕|

じ

退職被保険者と生活をともにし、主に退

職被保険者の収入によつて生計を維持し

ている次の人です。

O退職被保険者の直系尊属、配偶者と3親
等内の親族、又は配偶者の父母と子

O国民健康保険の加入者てい、老人保健の適
用を受けていない人

〇年間の収入ガ 130万円(60歳以上の人や

障害者は年収 180万円)未満の人

次の条件のすべてにあてはまる人 (退職

被保険者本人)と、その被扶養者ガ対象と

なります。

①国民健康保険に加入している人

②老人保健の適用を受けていない人

③厚生年金や各種共済組合などの年金を

受けられる人で、その加入期間ガ 20年

以上、もしくは 40歳以降に 10年以上あ

る人

(3)

る出屯
早日に

ハ

u



ー

国
保
ガ
助
成
し
ま
す

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
が
ん

な
ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状

の
な
い
ま
ま
身
体
の
中
で
静

か
に
進
行
し
ま
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
生
活
習

慣
を
見
直
す
き

っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。

【対
象
者
】

昭
和
１０
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
蠅
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
湯
沢
町
に
住
所
を
有

し
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

【申
込
方
法
】

対
象
と
な
る
国
保
加
入
者

の
方
に
は
、
郵
便
は
が
き
で
連

絡
し
ま
す
の
で，
、
そ
の
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
住

民
課
窓

日
に
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

【申
込
期
限
■

４
月
１６
日

（金
）
　

・

※
定
員
に
な
り
次
第
統
め
切

り
ま
す
。

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

阻
７
８
４

●
３
４
５
３

者
期
間
が
１
年
以
上
の
人

【助
成
額
】
　

　

　

　

・

下
表
の
と
お
り

※
国
保
財
政
は
、
医
療
費

の
増
大
、
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
者
の
増
加
等
で

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
か
ら
受

診
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
助
成
金
を
昨
年
よ

り
１
人
あ
た
り
２
，
０

０
０
円
減
額
し
、
受
診

者
か
ら
昨
年
よ
り
多
く

自
己
負
担
金
を
求
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

■国保人間ドック健診料・自己負担額■

ギ

近くて便利な湯沢町

保健医療センターをお

勧めします。

湯沢町保健医療センダー 33,600円 24,100円 9500H 子宮かん
。乳がん検診及び前立腺がん健診

は別途料金が必要です。

ゆきぐに大和総合病院 37,800円 25,800円
・
12,000円

子宮がん、乳がん、前立】島がんともに基本健

診料に含まれます。

小 千 谷 総 合 病 院 37,800円 25,800円 12,000円
子宮がん、乳がんは基本健診料に合まだます
が、前立腺がんは別途料金が必要です。

立川メディカルセンター 37,800円 2島 800円 12,000円
子宮がん、乳がんは基本健診料に含まれます
が、前立腺がんとま別途料金が必要です。

希
イ→■| :.― |ユ十ギ●4,|三i

l'い「 :|ド
  'ゞ十 |～評!■Fi【―iF I

||二手

事ニ

湯沢町保健医療センターにおける人間 ドックの検査項目

便 潜 血 検 査 消化管からのわずかな出血を調べます。 大腸がん、大腸ポリープなど

尿  検  査 清尿病や腎臓病等の有無を調べます。 宵磯疾患、糖尿病、勝脱炎など

血 液 一 般 検 査 全身の健康状態を知るうえで基本となる検査です。 貸血、多血症(感染症、自血病など

血液生化学検査 栄養状態、肝機能、腎機能、潜尿病などについて調べます。 肝炎、脂肪肝、腎障害、糟尿病など

身 体 計 測 身長・体重・体脂肪・肥満度を算出します。 体重増加・減少

血 圧 測 定 最高血圧と最低血圧の値を測ります。 高血圧

聴 力 検 査 聴力の異常を調べます。 聴力障害

肺 機 能 検 査 肺活量や換気機能について調べます。 気管支喘息、慢性気管支炎、肺気腫など

視 力 検 査 近視・遠視の有無や程度を調べます。 近視・遠視

眼 底 検 査
目の病気だけではなく動脈硬化や潜尿病など全身の病気によ
る影響をチェックします。

緑内障、高血圧症、動脈硬化症、清尿病の合

併症の有無など

限 圧 検 査 限圧を測ります。 緑内障

胸 部 X線 検査 肺や心臓の病気を診断します。 肺炎、肺結核、肺がん、心肥大など

心 電 図 検 査 wb臓の働きを調べ不整脈・狭心症などの発見と診断をします。 不整脈、狭心症〔心筋梗塞、心肥大など

腹 部 超 音 波 肝臓・胆のう。膵臓、腎臓、牌臓などを観察し、診断します。
肝炎、脂肪肝、肝がん、胆石、胆のうポリー

プ、腎結石など

胃 X線 検 査 食道・ 胃
。十二指腸の異常や変化を診断します。

※胃カメラ検査に変更できます。 (追加料金 a000円 )
食道潰瘍、胃炎、胃潰瘍、胃がん、十二指腸

潰窮など

医師の診察・面談 医師の診察・結果説明を行います。

オプション検査 (お問い合わせください。)

広報ゆざわ H163.28  (4)



町
で
は
医
療
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
各
種
医
療
費
等

助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
資
格

対
象
を
ご
確
認
の
上
、
手
続
き

さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

四
闊
園
固
田
岡

・
乳
児
医
療
費
助
成

（出
生
後
か
ら
十
歳
誕
生
月
の
末

日
ま
で
）

・
幼
児
医
療
費
助
成

（―
歳
誕
生
月
の
翌
月
初
日
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
）

※
対
象
者

に
は
覧
給
者
証
を
発
行

し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

医
療
機
関
で
費
診
し
た
際
、
保

険
診
療

の
自
己
負
担
額
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◆
通
院
同

一
医
療
機
関
で
の
診
療
が
月

４
ロ
ロ
ま
で
―
口
に
つ
き
５
３
０

円

（５
ロ
ロ
以
降
は
無
料
）

◆
入
院
―
日
に
つ
き
―
，
２
０
０
円

※
な
お
、
こ
の
本

に
小
学
校
入
学

さ
れ
る
方

（平
成
９
年
４
月
２

Э

日
か
ら
平
成
１０
年
４
月
十
日
生

ま
れ
の
方
）
に
つ
い
て
は
、
３
月

３十
日
で
受
給
期
間
が
満
了
し
ま

す
。
期
間
瀬
了
と
な

っ
た
受
給

者
証
は
蜂
ず
込
却
し
て
く
だ
さ

込
却
箱
は
各
保
育
園
、
住
民
課

窓

口
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
好

設
置
し
ま
す
。
　
　
．

圏
旧
闊
国
田
圃

【
対
象
】

妊
産
婦

【
期
間
】

湯
沢
町
妊
娠
届
出
書
を
提
出
し

た
方
で
、
届
け
出
た
翌
月
初
日
か

ら
出
産
し
た
翌
月
末
日
ま
で
　
，

※
対
象
者
に
は
受
給
考
証
を
発
行

し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
、
保

険
診
療
の
自
己
負
担
額
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◆
通
院
―
口
に
つ
き
５
３
０
円

◆
入
院
―

日

に

つ
き

―
，
２

０

０

円

※
な
お
、
産
婦
人
科
以
外
で
も
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。
′

稲
相
Ｈ
喜
増

医
医
ｒ
睦
臣
厭
臓

【対
象
】
　

　

，　
　
　
　
　
　
．

精
神
疾
患
治
療
者
　
一

【対
象
と
な
る
疾
患
名
】

統
合
失
調
症
、
う
つ
病
、
躁
う

つ

病
、
ア
ル
コ
ー
ル
体
存
症
、
て
ん
か

売
、
痴
果
、
自
閉
症
な
ど

困
助
成
内
容
】
　

　

　

　

　

・

・
対
象
者
が
支
払

っ
た
精
神
障
害

∫

ヽ
に
か
か
る
医
療
費

（入
院

・
通

院
）
の
う
ち
、
保
険
診
療
の
自
己

負
担
摂
が
２
分
の
引

・
精
神
障
害
の
通
院
等
の
た
め
に

支
務

っ
た
交
通
費
の
鬱
分
の
―

固
囲

圏

国

回

闇

岡

【
対
象
】

人
工
透
析
患
者
や
人
工
鷲
臓
患

者
等
で
通
院
し
て
い
る
方

【
助
成
内
容
】

人
工
透
析
や
人
工
趙
臓
の
治
療

等
で
通
院
し
た
交
通
費
の
２
分
の

【問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

阻
７
８
４

●
３
１
４
９

【対
象
者
】

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の

交
付
を
受
け
て
，い
る
人

◇
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
障
害
Ａ
の
人

ス
た
だ
し
所
得
制
限
に
よ
り
勁
成

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

※
対
象
者
に
は
県
障
受
給
者
証
を

発
行
し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

補
助
は
、
医
療
に
か
か
る
経
費

√
弥
ら
自
己
負
担
金
を
除
い
た
顆
を

町
が
医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。

【自
己
負
担
金
】

◇
通
院
の
場
合

―
口
に
つ
き
５
３
０
円

◇
入
院
の
場
合

一
　
―
日

に

つ
き

―
，
２
０
０
円

【対
象
者
】

国
民
健
康
保
険
加
入
者
又
は
被

用
者
保
険
加
入
若
で
住
民
税
非
課

税
者
の
内
、
①
か
②
に
該
当
す
る

方
。
　
　
・

①
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
方
で
常

時
―
人
暮
ら
し
の
方
。

②
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
方
で
、

３
ヶ
月
以
上
に
わ
た

っ
て
常
時

寝
た
き
り
状
態
に
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作

（食
事
、
排
便
、
入
浴
、
移
動
等
）

に
介
助
を
挺
要
と
し
、
か
つ
、
そ

の
状
態
が
継
続
す
る
と
誕
め
ら

れ
る
方
。

※
対
象
者
に
は
県
老
受
給
若
証
を

発
行
し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

・
医
療
機
関
で
文
診
し
た
際
に
自

己
負
担
額
が
―
割
に
な
り
ま
す
。

・
自
己
負
担
金
が

一
定
額

（同
月

内
入
院
２
４
，
６
０
０
日
・外
来

８
，
０
０
０
円
）
を
超
え
た
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
払

い
戻
さ

れ
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
福
祉
係

阻
７
８
４

●
４
５
６
０

ト

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

人
医
療
費
助
成

(5)



」
ろ
に
病
気
を
も
っ
て

る
オ

ヽ

《
日
時
》

毎
週
火
曜
日
　
　
　
．

《
時
間
》

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　

　

ノ

※
体
調
等
に
よ
り
早

め
の
帰
宅
も

可
能

で
す

《
会
場
》

や
す
ら
ぎ
荘

《
参
加
費
》

―
口
に
つ
き
５０
円

※
昼
食

の
主
食
用
に
「お
に
ぎ
り
」

等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

町
に
は
精
神
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
を
抱
え
る
家
族
の
会

「
の
ぞ

み
会
」
が
あ
り
ま
す
。

，
こ
の
会
は
、
家
族
の
方
が
趙
の

病
に
対
す
る
工
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
た
り
、
誤
解
を
解

い
た
り
、
同

じ
精
沖
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
の

い
る
家
族
同
士
の
悩
み
や
苦
し
み

を
語
ヶ
合

い
、
お
互

い
に
励
ま
し

精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
又
は
そ
の
家
族
の
方
が
利
用
で
き
る
制

度

・
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
ご
相
談
時
な
ど
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
等
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
の

「
つ
ど
い
の
場
」
で
す
。
簡
単
な
作
業

や
調
理
実
習

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
季
節
ご
と
の
お
楽
し
み
会
（お

花
見

・
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
）
を

行

っ
て
い
ま
す
。
毎
口
Ю
人
程
度

の
参
加
者
と
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
で

笑

い
声
あ
ふ
れ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
い
て
く
だ
さ
い
。

レて
案
疾
の
音
き
ん
ヘ

あ
い
、
支
え
オ
う
会
で
す
。
又
、
本
，

人
や
家
族
が
安
趙
し
て
生
活
し
て

い
く
た
め
に
何
が
蜂
要
か
を
考
え
、

組
織
と
し
て
発
言
し
、
活
動
し
て

い
く
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

日
頃
抱
え
て
い
る
思
い
、
悩
み
、
要

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　

，

《
入
委
受
付
》

随
時

´
《
年
会
費
》

２
，
５

σ

Ｏ
円

所
得
税
や
住
民
税
な
ど
で
の
障

害
者
控
除
、
ア
タ
シ
ー
券
の
利
用

（初
乗
り
運
賃
勁
成
）
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
様
々
な
福
社

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

砒
７
８
４

・
３
１
４
９

(            ,I

バ イク・ 軽 自 の 4月 1日までに
軽自動車税は、毎年 4月 1日 現在に軽自動車等を所有している方に課税されます。

人に譲渡、廃車した場合は、4月 1日 までに下記の問い合わせ先に届出をお願いします。また、町外に住

所などを変更した場合も届出が必要になります。

使用していない車輌でも届出をしないと、毎年課税になりますので、お気をつけください。なお、湯沢町

ナンバー車種の廃車など変更の手続きには、ナンバープレート・印鑑を税務課までお持ちください。

標識番号 車  種 届出 。問い合わせ

湯沢町

原動機付自転車

(125cc以下のバイク)

小型特殊自動車 ・

(農耕作業用、その他)

税務課資産税係
奮 784-3452

長  岡
軽二輪車
二輸の小型自動車

軽三輸車

軽四輪車 等

軽自動車検査協会

新潟主管事務所長岡支所

(〒 940-1163 長岡市平島 1-3)
80258-22-0555

広報ゆざわ H16.3.28  (6)



甲蔵虞総蘇逮罐龍壽鍮計蔭嚢
平成 16年 4月 から平成 17年 3月 まで

0毎月の納付額を納税通知書等により記入して、納税計画を立てましょう。
●納期限は、各月の月末 (12月 は25日 )ですが、土曜日、日曜日及び休日にあたるときは、それらの日の翌々日又は翌日が期限となります。

●口座振替納付を申し込まれている方は、各月の28日 に引き落としさせていただきます。ただし、8月 は30日、11月 は29日 、12月 は24日 になります。

固定資産税・町県民税には、お得な前納制度がありますのでご利用ください。

。
５
他
報
Ｖ
う
超
紀

′里
増
知
也
Ю
Ｗ
日
却
回
誌
澪
畢

問い合わせ

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月 月ll

納付の相談・・・・・ ●●●●●●収納課

課税の内容・・・・・ ●●●●●●税務課

上下水道・温泉使用料の内容・・・水道課

TEL 784-3056

TEL 784--3452

TEL 784--4853

4コ辟,||―

翻
イ
葛
ｉ

4再房11●l
●:i:え . |||| |141

期
■

町 県 民 税

翔
４

・

・
・・
・

3.即H   I  I

4翔 I IⅢ :

厠

・

一イ
〉Ｉ
十
‐…―…―！

固 定 資 産 税

U綴爵|||

●ri秘

国民健康保険税

1管1烈

岳!期 !ド ●

i職目靱聯 ■|

軽 自 動 車 税

(腫I野

'

:4期||

131剛

Ｚ

中一・ｉ
・
・

聯 ,|

ll:甲■‖■li!―i

〔腫将 ,

介 護 保 険 料

||)|||

上下水道使用料

温 泉 使 用 料

14:|  :

干ゞ :,||

水道課

TEL784-4853

4期  
― ■|―

●3翔

期
―

一
と

，Ｉ
一

.1剰

下水道事業受益者負担金

管財課

TEL784-2611

買鞄料

貸  地  料 △ロ 計

便利な口座振替納付をお奨めします。 (金融機関等で手続きができます。) い



０
下
水
道
の
接
続
可
能
地
域
が

広
が
り
ま
し
た

工
事
中
は
、
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
「

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
度
の
下
水

道
工
事
も
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
た
に
下
水
道

に
接
続
可
能
と
な

っ
た
地
域
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

□
神
立
地
区

荒
戸

□
土
輝
地
区

滝
ノ
又

・
下
谷
後

・
岩
原
高
原

古
野
二
（中
里
ス
キ
ー
場
付
近
）

ト

町
で
は
、
下
水
道

に
接
続
可
能
と
な

っ

て
か
ら
、
３
年
以
内

に
接
続
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
。

川
や
自
然
を
残
す
た
め
、
皆
さ
ん

の
快
通
な
生
活
の
た
め
に
も
、
１

日
で
も
早
い
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
、

接
続
工
事
に
際
し
工
事
資
金
の
貸

付
金
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
／

０
宅
内
排
水
設
備
清
掃
の

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
１

近
年
、
『下
水
道
に
接
続
す
る
と

家
庭
内
の
排
水
設
備
を
１
年
に
１

回
は
点
検
、
清
掃
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
」
な
ど
と
、
あ
た
か
も

法
的
な
義
務
が
あ
る
よ
う
な
言
い

方
で
排
水
設
備
の
維
持
管
理
契
約

を
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す
。
排
水

設
備
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
ご
自

分
で
必
要
だ
と
感
じ
ら
れ
る
と
き

に
行

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
。
法
的
な
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

水
道
課

租
７
８
４

・
４
８
５
３

Ｔ
魚
祗
の
こ
と
３

i  l

…

違イえ湯沢駅真口等のオll用 について
現在、送迎用としてご利用いただいています越後湯沢駅前広場駐車場は4月 1日より、越後湯瀑駅前広場条例
に基づき、下表のとおり、最初の60分までは無料となります。

《越後湯沢駅前広場駐車場 料金表》

位置図

※又、昨年 12月 1日 より閉鎖していました東口第 2駐車場は、4月 10日 (上)から 11月 30日 (火)
まで無料開放します。

なお、駐車場におけるトラブル、事故等につきましては町として一切責任を負うことはできません。

期 間 無料駐車時間 追加駐車料金

4月 1日 から

11月 30日 まで
最初の 60分までは無料 静雰冨監習締習↑奮

満の中数|よ 30今年切り上

12月 1日 から

翌年 3月 31日 まで

,1

最初の30.分までは無料
駐車時間毎30分 (的 分未満の端数は30分に切り上
げる。)につき200円

広報ゆざわ H16.3.28  (8)

【問い合わせ】 建設課管理係 阻784-4852



二
一一一一一・・二
一一一一一・・・一一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一〓一二
一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一・・・一一一一一一一・二
一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一・・・二
一一一一一・二
一一一一一・・〓二
一一一一一・・二
一

零
蹴
崎
隼
麓

【日
時
】

４
月
９
日

（金
）

受
付
時
間
…
午
前
９
時
～
９
時
３０
分

（時
間
厳
守
）

抽

選

会
…
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時
頃
ま
で

【予
約
対
象
期
間
】

４
月
２４
日

（土
）
～
５
月
５
日

（水
）

７
月
１７
日

（土
）
～
９
月
２０
日

（月
）

※
こ
の
期
間
以
外
は
、
常
時
予
約
申
込
を
受
付
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
予
約
と
同
時
に
使
用
料
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【施
設
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

…
ア
リ
ー
ナ
、
小
ホ
ー
ル
、
柔
剣
道
場
、
研
修
室
、
会
議
室

湯
沢
中
央
公
園
屋
外
施
設

…
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（南
１８
面
、
北
４
面
）
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

少
年
野
球
場
、
運
動
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【注
意
事
項
】

①
抽
選
会
へ
の
参
加
は
、
湯
沢
町
に

一
般
向
け
宿
泊
施
設
を
所
有

し
、
旅
館
業
を
営
む
方
の
み
と
し
ま
す
。
又
、
一
宿
泊
施
設
に
つ

き
代
表
者
１
人
限
り
と
し
ま
す
。

②
申
し
込
み
と
同
時
に
施
設
の
使
用
料
を
全
額
納
入
し
て
く
だ

さ

い
。

③
予
約
は
、
１
施
設
連
続
５
日
間
以
内
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ

い
て
は
４
面
ま
で
と
し
ま
す
。

④
施
設
予
約
後
の
他
者
へ
の
転
貸
は
で
き
ま
せ
ん
。

【問
い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

阻
７
８
４

●
１
５
１
１

※
な
お
、
抽
選
会
以
降
の
予
約
申
し
込
み
は
、
４
月
１２
日

（月
）
か

ら
行
い
ま
す
。
屋
外
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
園
管
理
事
務

室

（ＴＥＬ
７
８
７
●
３
３
８
８
）
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
つ

い
て
は
、
（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

へ
お
願
い
し
ま
す

一一一一一一一一二
一一一一一一二
一一一一一一一二
一一一一一・・二
一一一一一・一二
一一一一一・一ト二
一一一一一一一二
一一一一一一二
一一一一一一一二
一一一一一一一一二
一一一一一一一二
一一一一一・・二
一一一一ＦI1111111,1111111til11,1111,I11111111,,IIIIIイ I111111111111111111「 |||||I11111111111111111111,11111111'111111!IIIIII11111lII111

イごみ収集 :カ レン:ダ |■」

●:| :I ■●イ・ ■il.  'I Ii!| |■  i ■   'I IIIII玉 !
fi'・ ● :.|!:|: :                    '

「ごみの分帝)方● 出し方」・ |し
'て|し 】ま|―す●

●   I→ :■ :

現在、平成 16年度の「ごみ収集カレンダー」及び「ごみの分け方・出し方」を各町内の衛生組合代議

員さんを通して、配布しているところです。  ・
主な変更点、注意点は次のとおりです。  ヽ

注意点

1.雪囲い等の木材は、環境衛生センター (塩沢町)へ直接搬入してください。長さ5m・ 太さ50cmま で

受け入れします。

※春の粗大ごみの一斉収集では、今年から木材は収集しません。

2.アルミ缶のキャップ (本体と材質が同じ)は、本体につけたままでも収集します。

3.ペ ットボトルの収集はぐ▲ のマークがついてヤヽる容器に限ります。

4.指定袋以外の袋で出されたごみは収集しません。これは、指定袋と同程度の大きさの袋に「買い物袋用

専用シール」を貼って出される方がいるからです。「買い物袋用専用シール」の間違った使用方法です

ので必ず指定袋で出してください。

5.毎月 29日 はごみ減量の日です。収集はお休みします。 (12月 は除く)

【問い合わせ】 住民課環境生活係 TL 784-3453

レ ン

地区 収集月 種類
変更内容

平成 15年度 平成 16年度
三 国 三 俣 7月・ 8月・ 9月 ダンボール 2回 /月 1回/月

国 三 俣 7月・ 8月・ 9月 ペットボトル 1回 /月 2回 /月
全  地  区 8月 空き缶 1回 /月 2回/月

(9)



こ
の
運
動
は
、
『
そ
の
油
断
　
火
か

ら
炎

へ
　
災
い
へ
』
を
統

一
標
語
と

し
て
、
４
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

７
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
、
火
災
か
ら
尊
い
人
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
南
魚
沼
郡
内
で
は
、
昨
年
弔
件
の

火
災
が
発
生
し
、
う
ち
建
物
火
災
が

２４
件
で
、
全
体
の
半
数
を
し
め
、
し
か

も
１
人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
天
ぷ
ら
の
鍋
の
火
の
か
け

忘
れ
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
、
ス

ト
ー
プ
の
火
か
ら
な
ど
、
・ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意

に
よ
る
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日
頃

忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対
す
る
心
構
え

な
ど
、
家
族
皆
さ
ん
で
確
認
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
春

先
は
、
火
入
れ
や
た
き
火
が
原
因
で

起
こ
る
火
災
も
多
発
し
ま
す
。
特
に

乾
燥
時
や
強
風
時
に
は
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

魚
沼
消
防
本
部

砒
７
８
２

●
９
１
１
９

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

砒
７
８
４

・
３
３
７
７

〉
「と
の
油
断
　
ｋ
か
ら
愛
へ
　
菱
＝
へ
』
‘

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

寄書碑書費膏再寄首

・　

書欝寄常寄書占吉書寄書書書寄喜書寄０欝喜喜０脅書賞喜喜欝書書喜 賞書寄書毎書占自由害喜喜喜書喜寄寄書禽寄寄寄盗書書寄寄喜寄喜喜寄吉寄喜書書

響∃
坤
日
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

錦
　
自
転
車
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仲
間
で
す
。
歩
道
を
通
行
す
る
時
は
、
歩

常
蛎
鐸
鈍
騨
唯
讃
評
謡
艶
樋
幡
誡聘難

賞
缶

書

書

欝
欝

害
寄

毒

書
寄
欝

欝
奮

Ｅ

書
苗

奮
奮
奮

告

育
書

合

書

書

寄

冑
喜

欝

喜

嘗

寄
書

欝

奮

書

寄
０

宙

書

書
欝

書
書

奇
欝
欝

書

ａ

書

寄

新
入
学

（園
）
時
期
に
慣
れ
な
い
通
学

（園
）
路
を
通
い
始
め
る
子
供

た
ち
を
、
交
通
事
故
か
ら
守
る
の
は
大
人
の
責
任
で
す
。
又
、
ン」
の
時
期

は
、
人
や
車
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
高
齢
者
事
故
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

運
転
者
の
方
は
、
子
供
や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
不
意
な
飛
び
出

し
等
を
予
測
し
て
、
十
分
な
間
隔
を
保
ち
、
一
時
停
止
や
徐
行
を
す
る

な
ど
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

用
中
の
携
帯
電
話
等
、
危
険
な
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

車
に
乗

っ
た
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
と
と
も
に
、
後
部
座

席
の
同
乗
者
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
又
、
６

歳
未
満
の
子
供
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
県
内
の

一
般
道
路
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率

（平
成
１５
年
調
査
）

運
転
席
…
８０
．
８
％

（全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
）

助
手
席
…
鶴
。
０
％

（全
国
ワ
ー
ス
ト
９
位
）

○
県
内
に
お
け
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
率

，

（平
成
１５
年
調
査
）

４８
。
５
％

（全
国
平
均
５‐
．
７
％
）

主
唱
湯
沢
町

南
魚
沼
郡
交
通
安
全
協
会
湯
沢
支
部

六
日
町
警
察
署

斉
書

書

害
毎

『
“

自

由
喜

書
喜
告

書

首
寄

書

書
寄

書

書
寄

毎
寄

寄

欝
書

書

占

欝

喜

働

書

書
寄

衡

毎

書

害

碍
寄
“

喜

書
０

書
毎

書
書

害

奇書寄書書毎寄書書薔書書書書言書■書毎賞萬毎書奏常書

“

欝毎苺常寄寄書毎喜寄■喜寄喜書書欝書毎書書膏碑再苺E書 寄寄書書寄寄寄苗寄寄宙書吉書吉毎書寄缶毎寄書書吉奮書吉缶書再書毎書書書書
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住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

●
３
つ
の
習
慣

◎
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
　

―

◎
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ち
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。．

◎
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

上

れ
る
と
き
は
、】必
ず
火
を
消
す
。

】

０
４
つ
の
対
策

◎
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

全

般
住
宅

へ
の
設
置
義
務
に
つ

い
て
法
制
化
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
）

◎
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

ウ^
〉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

◎
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え

ワ（〉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

◎
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
　
　
・　
　
ヽ

力
体
制
を
つ
く
る
。　
　
　
　
　
　
　
，

◇
あ
わ
て
ず
に
１
１
９
番
に
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、
一
旦
他
の
消
防
本
部
に

つ
な
が
っ
て
か
ら
最
寄
り
の
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
る
の
で
、
切

ら
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

４

月

６

日

～

４

月

１５

日



湯
沢
中
学
校
生
徒

事
業
の
お
知
ら
せ
一

町
で
は
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
社

会
に
対
応
し
て
、
幅
広

い
知
識
を

持

っ
た
豊
か
な
人
材
育
成
や
、
町

民
の
国
際
感
覚
を
奏
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
際
化
の
進
展
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
８
月
に
、
国
際
交
流

姉
妹
都
市
候
補
地
の
現
地
調
査
を

行

い
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ユ
ア
州

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
郡
マ
グ
ナ
を
国
際

交
流
姉
妹
都
市
の
候
補
地
に
選
び

ま

し

た

。

国
際
化
の

ｒ
つ
と
し
て
、
今
年

か
ら
国
際
交
流
姉
妹
都
市
候
補
地

で
あ
る
マ
グ
ナ
に
中
学
生
を
派
遣

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
、
英
語
力
の
向
上
Ｙ

異
文
化
を
理
解
で
き
る
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
、
真
の
国
際
感
覚
を

奏
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◇
派
遣
先
　
　
　
　
　
一

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州

ツ
ル
ト
レ
イ
ク
郡
マ
グ
ナ

◇
対
象
学
年

ヽ
湯
沢
中
学
校
第
３
学
年
　
　
十

◇
派
遣
人
員
　
　
　
　
　
　
　
テ

ｎ
人
～
１５
人

◇
派
遣
期
間

平
成
１６
年
７
月
３‐
日

（土
）

ｒ
Ｌ　
～
８
月
１３
日

（金
）

◇
募
集
期
間

平
成
１６
年
４
月
―
口

（木
）

～
４
月
Ｆ
Ｆ

（木
）

ま
た
、
中
学
生
の
派
増
に
併
せ

て
湯
沢
町
職
員
２
人
を
マ
グ
ナ
に

派
増
し
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
内
容

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、

さ
ら
な
る
国
際
化
の
進
展
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
カ

を
よ
ろ
ビ
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
生
徒
海
外
派
遣
事
業
や
国

際
交
流
に
つ
い
て
の
お
聞
合
せ
は
、

総
務
課
企
画
振
興
係

（砒
７
８
４

・
３
４
５
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

ヽ
ヽ
い
。

マグナの街並み

√ 、
〉

海
外
派
遣

とその の ろ

:!却
闘関剪国観1苺

iHl譴
躊機那蟻麟| |ご:甘骨!|:甘 !IIIIttl:l肇講 :

よろず相談
毎週月曜日から金曜日

9:00～ 17:00
(土 日祝日・年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30へ′16:00
毎週月曜日

第 4木曜日

医 療 13:30-15:30 第 1水曜日
痴 呆 14:00～ 16:00 第 3水曜日

年金・保険 13:30ヘン15:30 第 1火曜日

税 金 10:00～ 12:lXl 第 2金曜日

健康・介護 10:00～ 16:00 第 2木曜日

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方マガ抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けしています。

相談電話 Q25-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

お年寄りや中高年の方々の生活に参考になる事柄を24時間年中無休で放送しています。

時にはダイヤルしてみてください。・・・お待ちしています。

テ レホ ン サ ー ビ ス
8025-28卜 5550(24時間年中無休)
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む

だ
ち

３

●

０
内
は
町
内
、
保
護
者
名

（軟
称
略
）

ゆ
　
き
　
な

高
井
　
有
稀
奈

（松
川
、
亮

一
・
利
江
）

た
け
る

角
谷
　
岳

（原
、
陸

・
友
香
）

田
村
　
春
喜

（谷
地
、
雅
彦

・
綾
子
）

も

も

か

井
熊
　
桃
花

（幅
下
、
孝
男

。
ひ
ろ
み
）

劇
団
ゆ
き
ぐ
に
で
は
、
役
者
、
ス

タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
興
味

の

あ
る
方
は
説
明
会
に
お

い
で
く
だ

共
ヽ
い
。

【
説
明
会
】

′

ｏ
日
時
４
月
２十
日

（水
）

午
後
７
時
３０
分
～

・
会
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

六
日
町
文
化
会
館
　
会
議
宣

・
対
象
小
学
４
年
生
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も

※
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
よ
り
、

六
日
町
文
化
会
館
で
稽
せ
を
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
い
で
く

だ

ヽ
ヽ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

劇
団
ゆ
き
ぐ
に
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

０

●

６

４

５

４

●

１

９

５

９

【受
付
期
間
】

フ

４
月
十
日

（木
）
～
９
日

（金
）

【
採
用
予
定
人
数
】

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

約
７０
人
　
　
　
　
．

【受
験
資
格
】
　

　

　

ｒ

昭
和
５５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成
１６
年
９
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
見
込
み
の
若

②
十
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
１６
年
９
月
ま
で
に
十

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

者
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

の

課
程
を
修
了
し
た
者

④
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し

た
者
等
人
事
院
が
①
、
②

に
掲

げ
る
者

と
同
等

の
資
格
が
あ
る

と
誕
め
る
若

【試
験
日
】

。
第
―
次
試
験

５
月
２３
日

（日
）

。
第
２
次
試
験

６
月
２十
日

（月
）
～
２４
日

（木
）

【試
験
地
】
　
　
・

・
第
―
次
試
験

新
潟
市
他
全
国
３６
カ
所

ｏ
第
２
次
試
験

新
潟
市
他
Ｈ
ヵ
所

【聞

い
合
わ
せ
】

第
え
管
医
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課

ＴＥＬ

Ｏ

１

２

０

●
４

４

４

●
５

７

６

【受
験
資
格
】

２０
歳
以
上
２６
歳
未
満

の
者

※
た
だ
し
、
２２
歳
未
満

の
者
は
大

学
を
卒
業
し
た
者

（卒
業
見
込

み
を
含
む
）

【受
付
期
間
】

４
月
５
日

（月
）
～
５
月
Ｈ
日

（火
）

【
試
験
日
】

５
月
２２
日

（土
）
。
２３
日

（日
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

自
衛
隊

新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

ＴＥＬ

０

２

５

８

●

３３

・

０

２

５

６ 雪
融
け
に
よ
る
清
津
川
の
増
水
に
注
意
“

（電
源
開
発
仰
　
奥
清
津
電
力
所
）

７
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

高
橋
ト
ミ
エ

‐４
日

（水
）

相
談
員

.4

【日

【参加費】 200円 (申し込みlま不要)

【間い合わせ】在宅介護支援センター T[L784-3000

橋
本
杉
本

秋
治
芳
枝

２十
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

南
要
ミ
ヨ
ン

２８
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

１０
日

（土
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

ウ に

会場 当 時間
15日 ( ) 13:30-15:00

三俣地区館 22日⑮ 13i30ヘン15:00

荘 i田中) 9日③ 23日 ( ) 10:00-1 li30

'立
中央会館 (栄阿 ) 13日 ( )27日 ( 9:30-11:00

戸沢生活改善センター 14日⑪ ,28日⑪ 10:00-11:30
/ ヽ 公 27日の 10100-11:30
滝之又会館 13日 ( 10100-11:30
谷後集落センター 20日の 10:00へ 1́1:30
日 | ン 6日の 10:00ヘン11:30

農山村開発総合センター
Θ
Θ
日
日

の
と

会
∪

１

２

Θ
Θ
日
日

５

９ 10:00ヘン11:30

本 7日 ( ) 10:00-11:30
14日 ( )28日⑪ 10:00-11:30

総合福祉センター
8日⑥ 15日⑥
22日⑥

10:00-11:30

４
月

の
は
配
ご
と
柏
カ
日

4
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区 分 出  し  方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 禅 ・ 神 立 三 国 ・ 三 俣
み可  燃 t注)のとおり。 ①・⑪・④ ⑪・⑥・O(29日休み)

ダ ン ポ ー ル 8日・ 22日 13日・27日 9日・ 23日 14日・ 28日
紙 類 。 布 類

紐を十字にかけ

る。 1日 6日 2日 7日
ペ ッ トポ ト )レ 15日 20日 16日 21日
空   き  缶 6日f 1日 7日 2日
空 き び ん 13日 8日 14日 9日
その他の不燃ごみ

不燃ごみ指定袋
に入れる。
袋を二重にしな
いこと。 20日 15日 21日 16日

物ヽ袋用専用シール」は、スーパー等で買い物をした際に渡される袋に貼って、可燃ごみを出す時に使用
するものです。買い物袋以外に貼って出されたごみは収集しません。  メ

お願い

「買t

み 収 集ヒ

ф 饉 蔭 魏 麟 鱒

※問い合わせ 784-3453

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日784-3149)

〉

※問t 保健センター (総合福祉センター内日 784-3149)

()

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 16年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

日 目種 対 象 時 間 会 場

7⑪ リ  ハ  ビ  リ 12:(X)-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

8⑥ 1歳 6ヶ 月児健診 H14.8月 ・9月 生まれ 13:00-13:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー

13の ふ れ あ い サ ロ ン′精神に障害をお持ちの方 1し00～ 1&00 や す ら・ ぎ 荘
14⑪ リ  ハ  ピ  リ 12:00-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

20⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 1儀lXl～ 15:00フ や す ら ぎ 荘

21① リ  ハ  ピ  リ 12:00ハ▼16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

22⑥ 乳  児 牛健  診 H15.6月 ・ 12月 生まれ 13:(X)-13:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー

27C動 ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:(X)-15:00 や す ら ぎ 荘

28⑪ リ  ハ  ピ  リ 12:00-16:00 保 健 医療 セ ン タ 守

保 健 衛 生 行 事

日 種 類 対 象
1会 場 ・ 時 間

6の 麻  し  ん 生後 12年 90ヶ 月の間に 1回接種
1歳を過
=た
らなるべく早く受けるitが望ましい)

13の ツベルクリン反応検査 生後 3ヶ 月以降 4歳未満

15⑥ B   C   G
4歳未満のツベルク・リン反応検査で陰性時
(1歳未満で受けることが望ましい)

20⑪ 日 本 脳 炎 1期
:生後 6～ 90ヶ 月の間に 1～ 4週間の間隔で 2回接種
1期追加 :2回 目接種後、おおむね 1年おいて 1回接種

27⑪ 三 種 混 合
1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回接種
1期追加 :3回 目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種

保健医療センター内

健康増進施設

14:00～ 15:00

予 防 接

①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑤風しん ⑥日本脳炎

・          予防接種カレンダーについて

平成 16年度予防接種カレンダーを平成 ■年 4月 から平成 16年 3月生まれのお子さんざんのいるご家
庭に3月 31日 までにお届けします。

4月 以降、転入・町内転居などでお手元に届かない方はお問い合わせください。

(13)



4月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日 E〉 休日救急診療所 T[L773-6688

その他の日⇒魚沼消防本部  πL 7 8 2-1991
(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療 ⇒斎藤記念病院 TEL 7 7 3-5111
吝 君薬静 今 庶 陣 7゛ |オ  五 日 11 r日ゝ貴〒不 工 結 申 倉 滓

rrTヽ
許 修 T

事を行うため、手術を伴う診療ガできません。ご注意ください。

日 受 付 時 間 内  科 外  科

3①
12:00  ハΨ  18:00
●181001～遠報な1磁 :

荒 川1診 療 所 回 782-0524

ゆき、ぐ|と大療機答薄盛11:繭朗韓1211送|
ゆきぐに大和総合病院

l jlきで1こ
・
景琴H盛碁:病燒|

40
9:00～ 16:00
・ 18=100～翌簸6:

休 日 救 急 診 療 所  回 773-6688
:舞|.れ :靴 I苺:義 .I離蕉苺趨‐独、■嵯11オ |

休 日 救 急 診 療 所

.簿 |′ 日Ⅲ町こ藷
・
盛ゞ筆

100 12:00  ～ 18:00
.181-れ 1翌親る:oo・

中 之 島 診 療 所 団782-0130

1未|'i首
―
干赫―.轟II蝶ri郡:軍矛■盗14■

ィ六 日 町 病 院

燃
==導
.青iⅢ鎌●:.〆

‐

110 9:(X)～ 16
.18,00～翌報こ

:00

:00

休 日 救 急 診 療 所 囲 773-6688

1,ぎ :奪i正大れ総盗1鶏携 1曲 7771ギ逸111
休 日 救 急 診 療 所

移占ぐ・止.羮れ総i暮・篇i解 |:

170 ～ 18:00
t望朝.6100,

12:(Xl

18:00

桑 原 内 科 医 院  団 782-(X156

.ゅき|くヽ`
-1三

:大琴EI盗―答
.l薦

:院・|―麹77″と
キ
21111

ゆきぐに大和総合病院

ゅと.ぐ.さ夫れ―熔番希廃1

180 9:00 
ハΨ 16:00

18:001常翌草月6::00.

休 日 救 急 診 療 所 団 773-6688

.六 ||百二軒iェ義
=i干
碗i:翻留雰士:五馨1.

休 日 救 急 診 療 所

六il日 1町・ ■痛 嬬‐・
240 00 18 00

00

12

- 18 :001～翌報:6

保 健 医 療 セ ン タ ー 回 780-6543
:六 1糠: 競i.基三土鍵

=二

由1772■芝舞I
六 日 町 病 院
iAI 囃‐齢■=病 1機

250
9:00 ハΨ 16:00

■ 8:00～翌朝6:001

休 日 救 急 診 療 所 囲 773-6688

1.ゅき:こ1こ丈1議総春病・露i越 77'一 I議11:
休 日 救 急 診 療 所

:ゆをで■大れ総合藩1院

296 9:00 ～ 16:00‐
18:00～翌朝 61:00.

ヒ

申

し

ま

ご
結
幡
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

３
月
１８
日

　

岩
村

　

正
明

さ
ん

　

（原
）

（白
山
）

優
子

さ
ん

　

（幅
下
）

占
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
す

２
月
２８
日

　

廣
瀬

　

鴻
灯

さ
ん

　

（堰
場
、
圭

一
・
理
恵
さ
ん
）

２
月
２９
日

　

腰
越

　

美
祐

さ
ん

　

（原
新
田
、
雅
美

・
八
仁
子
さ
ん
）

３
月
１０
日

　

宮
嶋

　

金
治

さ
ん

　

（駅
通
、
９‐
歳
）

３
月
１４
日

　

立
野

　

静
枝

さ
ん

　

（古
野
一
一、
９０
歳
）

３
月
１４
日

　

南
雲

　
ア
キ
子

さ
ん

　

（谷
地
、
７２
歳
）

３
月
１６
日

　

大
塚

　

良
平

さ
ん

　

（石
白
、
５８
歳
）

３
月
１６
日

　

南
雲

　

静
男

さ
ん

　

（宮
林
、
７９
歳
）

３
月
１７
日

　

笛
木

　

む
め

さ
ん

　

（諏
訪
、
８９
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
寡
ウ
ェ
ー
・
コ
マ
ク
サ
の
湯
古
休
み
の
Ａ
知
ら
せ

４
月
５
日

（月
）
か
ら
２３
日

（金
）
ま
で

□
―
プ
ウ
ェ
ー
及
ぴ
コ
マ
ク
サ
の
湯
は
お
休
み
し
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
Ｖ

□
―
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所
　
砒
７
８
４

●
３
３
２
６
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